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福祉のつどい開催しました（Ｐ2～4）

歳末たすけあい運動のお願い（Ｐ5）

情報掲示板（P6）

若いパワーが
地域を元気にもりあげる！
若いパワーが
地域を元気にもりあげる！

　温海地域では、地域の方々とのふれあいをとおしながら

ボランティアへの理解を深めてもらうことを目的に、高校

生、中学生を対象とした『青少年ボランティア養成講座』を

実施しています。

　9 月 27 日（日）、温海ふれあいセンターを会場に、青少年

ボランティア養成講座主催による『子ども祭り』が行われ

ました。受講生は、手づくりのおばけやしき、バルーンアー

ト、パステル画づくりで、遊びにきた小学生や保育園児と

一緒に楽しく過ごし、人と接することの大切さ、ボラン

ティア活動の喜びを感じていました。

　温海地域では、地域の方々とのふれあいをとおしながら

ボランティアへの理解を深めてもらうことを目的に、高校

生、中学生を対象とした『青少年ボランティア養成講座』を

実施しています。

　9 月 27 日（日）、温海ふれあいセンターを会場に、青少年

ボランティア養成講座主催による『子ども祭り』が行われ

ました。受講生は、手づくりのおばけやしき、バルーンアー

ト、パステル画づくりで、遊びにきた小学生や保育園児と

一緒に楽しく過ごし、人と接することの大切さ、ボラン

ティア活動の喜びを感じていました。
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福祉のつどい福祉のつどい
の まちづくりを

目指して

　去る10月15日（木）、中央公民館市民

ホールにて第３回福祉のつどいを開催し

ました。当日は、天候にも恵まれ、約

450人の方々からご参加いただきました。

その内容についてご紹介します。

13：30　オープニング
　　　　もみじが丘の皆さんによる和太鼓演奏と歌
13：45　開　会
 挨拶　鶴岡市社会福祉協議会 会長  富樫　毅
 表彰　福祉功労者への表彰状・感謝状の贈呈
 祝辞　鶴岡市長　　　　富塚　陽一 氏
 　　　鶴岡市議会議長　神尾　　幸 氏
　　　　　　　　　　 　※役職名は10月15日当時のものです

14：05　市社協の活動紹介
 地域包括支援センターの事業と特定高齢者通所型
 介護予防事業についての紹介
14：40　講　演
 演題「ご近所パワーで“おだがいさまのまちづくり”
                               ～住民流福祉のすすめ～」
 講師　住民流福祉総合研究所 所長　木原　孝久 氏
16：15　閉　会

プログラム

　　

高
齢
者
ご
本
人
や
住
民
か
ら
、
地
域
で
日
常
生
活

を
送
る
上
で
の
悩
み
や
相
談
を
受
付
け
、
サ
ー
ビ

ス
・
関
係
機
関
を
紹
介
し
た
り
、
支
援
し
た
り
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
鶴
岡
市
で
は
、
鶴
岡
市
直
営
一
箇
所

と
、
今
年
度
か
ら
鶴
岡
地
区
医
師
会
と
鶴
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
計
三
箇
所
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
な
ど
が
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
以
下
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
総
合
相
談
支
援
業
務
』

　

・
介
護
に
関
す
る
相
談

　

・
健
康
や
福
祉
、
医
療
や
生
活
に
関
す
る
相
談

『
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
』

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
（
要
支
援

一
・
二
の
方
）

・
介
護
予
防
事
業
の
利
用
支
援
（
介
護
や
支
援

が
必
要
と
な
る
可
能
性
の
高
い
方
）

『
権
利
擁
護
事
業
』

　

・
成
年
後
見
制
度
の
活
用
促
進

　

・
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応

　

・
消
費
者
被
害
防
止　
　

な
ど

『
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
』

・
高
齢
者
を
取
り
囲
む
関
係
機
関
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
や
指
導

　

鶴
岡
市
の
委
託
に
よ
り
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
要
介
護
状
態
へ
の

進
行
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※

注

特
定
高
齢
者
の
運
動
機
能
の
向
上
と
認
知
症
予

防
を
指
導
し
、
心
身
機
能
低
下
を
予
防
し
ま
す
。

　

専
任
指
導
者
と
し
て
看
護
師
や
介
護
予
防
指
導

員
な
ど
が
携
わ
り
、
以
下
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

『
健
康
状
態
の
確
認
』

血
圧
・
脈
拍
・
体
調
な
ど
の
検
査
に
よ
る
運
動
前

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

『
運
動
機
能
向
上
指
導
』

足
腰
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を

指
導
し
、
習
慣
化
を
促
す
こ
と
を
実
施

『
認
知
症
予
防
の
指
導
』

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、
楽
し
み
な

が
ら
の
認
知
症
予
防
を
実
施

『
栄
養
指
導
』

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
健
康
に
よ
い
食
事
の
摂
り
方

な
ど
を
指
導

『
口
腔
機
能
向
上
指
導
』

お
口
の
健
康
維
持
の
た
め
、
だ
液
腺
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
健
口
体
操
を
実
施

※

注 

特
定
高
齢
者…

介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が

高
い
六
十
五
歳
以
上
の
者

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

特
定
高
齢
者
通
所
型
介
護
予
防
事
業

　スライドを使って、地域
包括支援センターの職員
が説明を行いました。

市
社
協
の
活
動
紹
介

市
社
協
の
活
動
紹
介

市
社
協
の
活
動
紹
介

もみじが丘のみなさんが和太鼓演奏と歌を披露
してくれました。
もみじが丘のみなさんが和太鼓演奏と歌を披露
してくれました。

地域包括支援センターの事業
特定高齢者通所型
介護予防事業について
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三
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
住
民
流
福
祉
の

あ
り
方
を
追
い
求
め
、
住
民
主
体
の
支
え
合

い
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
・
支
援
さ
れ
て
い

る
木
原
孝
久
氏
を
お
招
き
し
、
「
ご
近
所
パ

ワ
ー
で
お
だ
が
い
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
～
住

民
流
福
祉
の
す
す
め
～
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
① 

「
自
助
」
か
ら
出
発

　

今
ま
で
の
福
祉
は
、
介
護
保
険
や
自
立
支

援
法
な
ど
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
孤
独
死
・
虐
待

な
ど
、
制
度
の
充
実

だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
「
す
き
間
」

が
生
じ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

孤
独
死
な
ど
が

起
こ
る
の
は
、
行
き

詰
っ
た
時
に
、
周
り

に
助
け
を
求
め
な

か
っ
た
背
景
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
調
査

で
は
、
「
困
っ
て
る
人
が
い
た
ら
助
け
る
」
と

回
答
し
た
人
は
大
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

行
き
詰
る
前
に
、
助
け
ら
れ
る
側
が
助
け
を

求
め
て
い
た
ら
、
最
悪
の
事
態
は
防
ぐ
こ
と

が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
困
っ
た
時
に

は
、
ま
ず
「
助
け
て
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
支
え

合
い
は
始
ま
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
② 

共
助
は
ご
近
所
か
ら 

　

今
ま
で
は
、
公
助
中
心
の
「
困
っ
た
ら
相

談
機
関
に
来
な
さ
い
」
と
い
う
や
り
方
で
、

担
い
手
が
や
り
や
す
い
福
祉
で
し
た
。
し
か

し
、
困
っ
た
時
に
助
け
を
求
め
ら
れ
る
人
は

少
数
で
、
「
す
き
間
」
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
問
題
点
を
解
消
す
る

カ
ギ
を
握
る
の
は
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い

で
す
。
ご
近
所
さ
ん
は
、
周
り
の
ち
ょ
っ
と

し
た
異
変
に
気
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
情

報
を
活
か
す
に
は
、
井
戸
端
会
議
な
ど
の
住

民
同
士
で
悩
み

を
出
し
合
っ
て

い
る
よ
う
な
場

に
民
生
委
員
な

ど
が
出
向
い
て

話

し

を

聞

き
、

ニ
ー
ズ
を
発
掘

す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
聞
き
に

来
て
く
れ
れ
ば

悩
み
を
話
す
と

い
う
人
は
多
く
、

問
題
が
ま
だ
小

さ
い
う
ち
に
気

付
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
解
決
も
し
や
す
い
の
で
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
地
域
の
中
に
い
る
困
っ
て

い
る
人
を
放
っ
て
お
け
な
い
「
世
話
焼
き
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
を
活
か
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
近
所
で
は
誰
と
誰
が
関
わ
っ
て
い

る
か
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
「
支

え
合
い
マ
ッ
プ
」
に
記
し
な
が
ら
、
周
り
か

ら
の
支
援
が
な
い
よ
う
な
人
を
探
し
た
り
、

世
話
焼
き
さ
ん
が
解
決
で
き
な
い
問
題
を

地
区
社
協
な
ど
に
つ
な
げ
た
り
し
て
、
地
域

の
中
に
問
題
解
決
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

く
こ
と
で
、
孤
独
死
な
ど
の
悲
惨
な
事
件
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
③ 

住
民
の
流
儀
に
従
う 

　

住
民
流
福
祉
は
、
助
け
て
も
ら
う
側
が
助

け
て
も
ら
い
や
す
い
福
祉
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
助
け
て
も
ら
う
側
の
気
持
ち
に
な

り
、
時
に
は
要
援
護
者
か
ら
助
け
て
も
ら
っ

た
り
、
誰
し
も
み
な
「
豊
か
に
生
き
た
い
」
と

い
う
願
い
を
ど
う
支
え
る
か
を
考
え
た
り

す
る
こ
と
が
住
民
流
福
祉
で
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
仕
事
中
や
通
勤
中
な
ど
の

生

活

の

中

の

ち
ょ
っ
と
し
た

接
点
で
要
援
護

者
を
見
守
り
、

関
わ
り
を
持
つ

よ
う
に
す
れ
ば

誰
で
も
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
で

き
る
の
で
す
。

▲「鶴岡点字サークル」から
点訳していただいた点字資料
を受付けに準備しました。

「おからや」「じゃがいも」「さくらが
丘」「鶴峰園」「かたぐるま」「もみじ
が丘」が出店し、心のこもった手づく
り製品を販売しました。

▲手話奉仕員たちがステージ向
かって左側に立ち手話で通訳を行
いました。

▲要約筆記「ばんけの会」から協力い
ただき、ナレーション等を文字にして
スクリーンに映しました。

講
演

講  

師        

住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所

   

　
所    

長
　
木 

原
　
孝 

久  

氏

講  

師        

住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所

   

　
所    

長
　
木 

原
　
孝 

久  

氏木原 孝久 氏

「支え合いマップ」の例支え合いマップ支え合いマップ

要援護者と地域住民の関わり合いを線で結び、住民地図に書き込んだ
マップ。支援体制等を明らかにし、地域の課題解決に役立てるもの。
要援護者と地域住民の関わり合いを線で結び、住民地図に書き込んだ
マップ。支援体制等を明らかにし、地域の課題解決に役立てるもの。

手話通訳 要約筆記点字資料 手話通訳 要約筆記点字資料
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福祉のつどい福祉のつどい
の

まちづくりを
目指して

に
尽
力
さ
れ
、
現
在
ま
で
保
護
者
の
中
心
と

し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
基
礎
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

*
 

大
友
　
教
示 

氏（
鶴
岡
地
域
）

　

平
成
十
二
年
か
ら
市
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
利
用
者
の
写
真
を
撮
影
し
、
施

設
へ
の
展
示
や
本
人
へ
の
寄
贈
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
な
え
づ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
卓
球
の
相
手
・
話
し
相
手
や
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
継
続
し
、
施
設
行
事
へ
も
毎
年
参
加
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
 

鶴
岡
建
設
株
式
会
社（
鶴
岡
地
域
）

　

平
成
十
三
年
か
ら
毎
年
、
鶴
岡
建
設
株
式

会
社
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
時
に
市
民
の
福

祉
増
進
の
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
寄
附
を
行
い
、
今
回
、
大
会
二
十
回
目
を
記

念
し
て
、
さ
ら
に
多
額
の
寄
附
を
し
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

*
 

一
芸
座
　（
羽
黒
地
域
）

　

平
成
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
一
年
五
月
の

解
散
ま
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
お
茶
の
み
サ
ロ

ン
等
で
歌
や
踊
り
、
寸
劇
、
高
齢
者
へ
衣
装
を

そ
ろ
え
た
模
擬
結
婚
式
や
記
念
撮
影
等
を

行
っ
て
、
手
作
り
の
笑
い
と
感
動
を
提
供
し
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
六
月
ま
で
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
副

会
長
と
し
て
、
法
人
運
営
及
び
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
庄
内
南
部

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議
会
副
会
長

と
し
て
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

*
 

山
形
県
立
山
添
高
等
学
校（
櫛
引
地
域
）

　

平
成
七
年
か
ら
年
二
回
全
校
生
徒
で
櫛
引

地
域
、
赤
川
河
川
敷
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
。平
成
九
年
か
ら
は
、
保
育
園

児
達
へ
手
作
り
遊
具
の
作
成
・
寄
贈
や
、
福

祉
施
設
の
除
雪
や
窓
拭
き
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
・
高
齢
者
夫
婦
世
帯
等
の
生
活
路

確
保
の
た
め
の
除
排
雪
を
行
う
な
ど
地
域
福

祉
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
 

菅
原
　
龍
雄 

氏
　（
朝
日
地
域
）

　

昭
和
五
十
八
年
よ
り
旧
朝
日
村
社
会
福
祉

協
議
会
常
務
理
事
と
し
て
朝
日
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
組
織
づ
く
り
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、
心
配
ご
と
相
談
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
そ

の
後
、
生
活
支
援
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
 

五
十
嵐 
ハ
ル
エ 

氏
　（
温
海
地
域
）

　

昭
和
五
十
三
年
か
ら
平
成
十
九
年
ま
で
温

海
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
理
事
と
し
て
会
員
の

加
入
拡
大
と
障
が
い
者
へ
の
理
解
促
進
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、
障
が
い
者
の
社
会
参

加
の
場
と
し
て
「
も
み
じ
が
丘
作
業
所
」
建
設

　*
 

今
野
　
ま
さ
子 

氏
　（
藤
島
地
域
）

　

昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成
十
二
年
ま
で
旧
藤

島
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
食
事
介
助
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身
的
に
活
動
さ
れ

ま
し
た
。平
成
六
年
か
ら
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
会
食
交
流
会
で
の
調
理
や
福
祉
施
設
で
の
リ

ネ
ン
交
換
等
、
現
在
ま
で
継
続
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
 

お
は
な
し
玉
手
箱
　（
藤
島
地
域
）

　

平
成
四
年
に
設
立
（
会
員
女
性
十
四
名
）。お

は
な
し
や
本
が
好
き
で
子
ど
も
の
健
や
か
な

育
成
を
願
う
人
が
入
会
し
、
藤
島
地
域
で
学

童
や
幼
稚
園
児
等
に
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
を
披
露
し
て
、
地
域
の

子
育
て
支
援
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
 

羽
黒
町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会（
羽
黒
地
域
）

　

昭
和
六
十
一
年
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

「
は
ぐ
ろ
芸
能
ま
つ
り
」
を
毎
年
開
催
し
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
で
は
近
く
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
所
者
も
招
待
す
る
な
ど
地
域
福
祉
の
推
進

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
 

松
田
　
安
男 

氏
　（
櫛
引
地
域
）

　

平
成
十
五
年
七
月
か
ら
平
成
十
七
年
十
月

ま
で
旧
櫛
引
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し

て
、
ま
た
、
平
成
十
七
年
十
月
か
ら
平
成
二
十

こ
ん
　
の

た
ま
　
て
　
ば
こ

  

は  

ぐ
ろ 

ま
ち

ま
つ   

た

や
す   

お

ど
う 

こ
う 

か
い

や
ま
が
た
け
ん
り
つ
や
ま
ぞ
え
こ
う
と
う
が
っ
こ
う

お
お
と
も
　

　

た
か 

し

つ

る

お

か

け

ん

せ

つ

か

ぶ

し

き

が

い

し

ゃ

い
ち
げ
い 

ざ

す
が
わ
ら
　
　 

た
つ 

お

 

い
　
か  
ら
し

　長年、地域福祉の向上に貢献された方や団体へ富樫会長が

表彰状・感謝状を贈呈しました。

表
　
　
彰
　
　
状

感
　
　
謝
　
　
状

表　　彰
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　今年度も共同募金運動の一環として、11月１日より「みんなでささえあうあったかい地
域づくり」をスローガンに「歳末たすけあい募金運動」が展開されます。

　皆様より寄せられた募金は、地域で支援を必要とする方々などへの援助や地域福祉活動の推進の

ために役立てられております。

　今回も新たな年を迎えるにあたり、みんなが「おだがいさま」でともに支えあい、安心して暮ら

すことができるように皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

◎お願いしたい募金額
◎運動期間

1世帯あたり　210円以上
11月１日㈰～12月31日㈭

家
庭
・
学
校
な
ど

山
形
県
共
同
募
金
会
鶴
岡
市
支
会

山
形
県
共
同
募
金
会

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　皆様からご協力いただきます歳末たすけあい

　募金の配分・贈呈予定先

　①経済的に支援を必要としている世帯へ

　②児童養護施設の入所児童・生徒へ

　③社会福祉協議会の地域福祉活動へ
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みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます。
（平成21年8月21日から平成21年10月20日までのご寄付を掲載しています）

福祉のしごとミニフェア3

～就職面接会2009～
●日　時　平成21年12月1日　午後1時～４時30分

●場　所　いろり火の里『なの花ホール』　

　　　　　三川町大字横山字堤172-1　☎66－4863

●参加者　福祉職場への就労を希望する方（事前申込み不要）

●参加料　無料

●内　容　事業所と就労希望者との個別面接（面談）

　　　　　　【午後２時 30 分～４時 30 分】

　　　　　※施設・事業所ごとに設置されたブースで、担当者が情報 

　提供し就労希望者と随時面談する形式

　　　　　※面接時には氏名・住所等を記入した「面接カード」使

　用（山形県福祉人材センターのホームページよりダウンロード可）

　　　　　各種相談コーナー等の設置

　　　　　　【午後２時 30 分～４時 30 分】

　　　　　講演会

　　　　　　【午後1 時～２時 30 分】

　　　　　　講師　笑う介護士　　袖山　卓也 氏

　　　　　　演題　「笑う介護士に学ぶ～未来の介護～」

●問合せ　山形県福祉人材センター

　　　　　山形市小白川町二丁目３番30号　

　　　　　☎023－633－7739　Fax023－633－7730

ラティス寄贈ありがとうございました
　市内在住の近藤修さんより「鶴岡市内の福祉施設で利用

してほしい」と、金婚式の記念に作成されたラティスの寄

贈がありました。

　去る９月17日には

寄贈セレモニーが行

われ、市内の特別養護

老人ホームや障害者

就労継続支援事業所

など９法人11施設で

活用されています。

子育て広場「まんまルーム」
リニューアルオープン記念イベント開催
●日　時　平成21年12月3日（木）　午前10時～

●会　場　マリカ東館　展示室、第1・2研修室

●内　容　講演会　【午前10時～午前11時30分】

　　　　　　講師　東京成徳大学 教授　今井 和子 氏

　　　　　　演題　「子どもの心が見えると楽しくなる子育て」

　　　　　　定員　約80人（託児20人程度）

　　　　　遊びの広場　【午後１時30分～３時30分】

　　　　　　大型遊具、おもちゃなどを使った乳幼児の

　　　　　　楽しい遊び

●問合せ/  鶴岡市子育て広場 まんまルーム

　申込み　鶴岡市末広町3-1マリカ東館3階　☎24－5635

ほ
っ
と
コ
ラ
ム

「
笑
顔
で
交
流
」

　

法
人
内
に
あ
る
施
設
間
の

交
流
を
図
る
た
め
、
毎
年
「
交

流
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
回
目
は
「
作
品
展
」、
二

回
目
は
「
競
技
大
会
」、
そ

し
て
、
今
年
は
九
月
十
四
日

に
「
演
芸
交
流
会
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

入
院
し
て
い
る
利
用
者
さ

ん
が
、
先
生
に
お
願
い
し
て

退
院
し
て
き
た
り
、
ま
た
、

緊
張
し
て
当
日
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
休
む
人
も
い
た
り

で
、
い
ろ
い
ろ
な
ド
ラ
マ
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
出
か
け
る
前
に

化
粧
を
し
て
い
る
女
性
の

方
、
「
み
ん
な
で
頑
張
ろ
ぜ
」

と
声
を
か
け
る
男
性
の
方
、

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
み

ん
な
が
力
を
あ
わ
せ
て
い
く

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感

し
、
そ
の
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。

　

ど
の
施
設
も
日
頃
の
成
果

を
発
揮
し
、
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。（
Ｙ･

Ｓ
）
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★鶴岡老人福祉センターへ
菅原　勘二 様 足マッサージ機

★老人デイサービスセンターたかだてへ
近藤　　修 様 ラティス５枚

★鶴岡市ゆうあいプラザかたぐるまへ
近藤　　修 様 ラティス５枚

梶原　喜吉 様 ロッキングチェア、革製品加工材料

★とようら老人デイサービスセンターへ
佐藤　忠一 様 サイダー、コーラ各24本

近藤　　修 様 ラティス２枚

★老人デイサービスセンターふれあいへ
近藤　　修 様 ラティス15枚

★高齢者福祉センターおおやまへ
杉山　初美 様 絵画６号14点、50号１点

近藤　　修 様 ラティス10枚

阿部　恵子 様 

 綿布、タオル、衣類、湯たんぽ、洗剤

★大山児童館へ
本間　征一郎 様 

 色鉛筆、クレヨン、鉛筆、ノート

★鶴岡市鶴岡西部児童館へ
須貝　昌江 様 替着12枚

★デイサービスセンター愛寿園へ
佐藤　利克 様 10，000円

Ｃ

★ 一般社会福祉事業へ
◎鶴岡福祉センター

最上　光子 様 10,000円

五十嵐竹枝 様 20,000円

八沢会 様 100,000円

◎藤島福祉センター

藤島カラオケ愛好会 様 30,000円

須走老人クラブ 様 タオル83枚

藤島ゲートボール協会 様 15,000円

◎温海福祉センター

三浦　一廣 様 20,000円

寄贈セレモニーの様子寄贈セレモニーの様子

ラティス：園芸等で使う木製間仕切り


